
一般社団法人愛知子ども応援プロジェクト 
 

公益通報者保護に関する規程 
 

 

 

（目 的) 

第１条 この規程は、一般社団法人愛知子ども応援プロジェクト（以下「当法人」とい 

う。）は、法令違反ないし不正行為による不祥事の防止及び早期発見、自浄作用の

向上、⾵評リスクの管理、並びに社会的信頼の確保のため、「ヘルプライン」を設

けるとともに、その運営の方法等を明らかにする目的のため、「公益通報者保護

に関する規程｣(以下「この規程」という。)を定める。  

 

（対象者）  

第２条 この規程は、当法人の役員、及び職員・臨時雇・契約社員・派遣従業員を含む 

すべての従業員(以下｢従業員等｣という。)に対して適用する。 

 

（通報等） 

第３条 当法人、当法人の役員又は従業員等の不正行為として別紙に掲げる事項(以下

「申告事項」という。)が生じ、又は生じるおそれがある場合、従業員等はこの 

規程の定めるところにより、通報、申告又は相談(以下「通報等」という。)をす

ることができる。 

２ 前項の申告事項を提供した者(以下「通報者」という。)は、この規程による保 

護の対象となる。また、通報者に協力した従業員等及びその通報等に基づく調査 

に積極的に関与した従業員等も同様とする。  

３ 従業員等は、この規程に基づき、通報等を積極的に行うよう努めるものとする。  

 

（相談窓口及び通報窓口） 

第４条 当法人は、従業員等が不正行為等の相談・通報するための窓口を設ける。 

２ 従業員等は次の窓口に相談・通報することができる。 

（１）事務局長 

（２）監事 

（３）JANPIA 資金分配団体等役職員専用ヘルプライン 

（４）事務局 

 

（不利益処分等の禁止） 

第５条 当法人の従業員等は、通報者等が通報等を行ったこと、通報者に協力したこと

又は通報等に基づく調査に積極的に関与したことを理由として、通報者等に対す

る懲罰、差別的処遇等の報復行為、人事考課におけるマイナス評価等、通報者等

に対して不利益な処分又は措置を行ってはならない。 

 



（改 廃） 

第６条 この規程の改廃は、社員総会の決議を経て行う。  

 

附 則  

この規程は、令和４年５月１２日から施行する。 

 

 

(別紙) 

不正の定義 この規程において、法令違反及び不正行為として申告できる事項は、次の

事項とする。 

１ 法令に違反する行為(ただし、努力義務に係るものを除く。)  

２ この法人の役員、従業員等、会員、取引先、受益者、その他利害関係者の安全、健

康に対して危険な行為又は危険を及ぼす恐れのある行為  

３ 就業規則その他の内部規程に違反する行為（ただし、人事上の処遇に関する不満及

び努力義務に係るものを除く。)  

４ この法人の倫理規程に違反する行為（ただし、努力義務に係るものを除く。)  

５ 上記各号又はこれらの行為の隠蔽、証拠隠滅、情報漏洩によりこの法人の名誉又は

社会 的信用を侵害する恐れのある行為  

以上 

 


